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空に向かって、エラそうにそびえて立っているビルを


出たら、白い月が待っていた。
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JRの線路沿い。


大阪の、ごちゃごちゃとして砂埃と落書きだらけの


下町が広がっている。


少しオレンジになってきた。
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トワイライト、それから、、なんだっけ。


かつては花形だったけれど、行き所がなくなった客車たち。


このレールはどこに繋がってるんだろう。
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まだあんなところにいる。ずいぶん日が長くなった。
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若葉の季節には、まだ早い。


ようやく四月の半ばだもの。


でも、ずいぶん黄緑を見ていなかった気がする。春はいいなあ。
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白いハナミズキがオレンジめいている。


朝、昼、夜。光の具合でどんどん変わる。


一晩経てば、花はもっと広がるだろうし、


同じ風景なんて、どこにもないだよ。
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ここの踏切は長いんだよね。
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なあんて待ってる間にも、日はどんどん沈んでいく。


うわっ、もう警報が鳴り出した。
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この時間は、次から次へと降りてくる。
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大阪の都心が見えてきた。


季節によってはビルの上から、海に沈む夕日が見られる。
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どうしてだか、ここから先は急に速くなる。


これが自転の速さだなんて思うと、気が遠くなる。
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さよなら、またね、また明日。
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あれって、JRだったっけ。


あ、魚が飛び跳ねた。
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日によっては金色に光る時もあって、


なんだか流星のようにも見える。
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ようやく橋を渡りきった。なんていうか、、、


どうしてスーツでこんな土手を登ってるんだろ。
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今来た街が、もう薄闇の中だ。
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こちらは阪急電車の鉄橋。


京都線、宝塚線、神戸線の３本が並んで走っている。
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鳥も帰っていくし、ちょっと足元が暗くて怪しくなってきた。


土手には照明がないんだよ。
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たそ彼れどきまで、あと少し。
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